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　2009Ｊリーグヤマザキナビスコカップ決勝は11月3日、4万4308人の入場者が見守る国立競技場で行われ、ＦＣ東京が川崎フロ
ンターレを2－0と破り5年ぶり2度目の優勝を飾った。試合はMF米本拓司、FW平山相太の得点でリードしたＦ東京が、川崎Ｆの猛
反撃をしのぎきった。タイトルを獲得したＦ東京には、賞金1億円、Ｊリーグカップ（チェアマン杯）、ヤマザキナビスコカップ（スポンサ
ー杯）、メダルが授与され、準優勝の川崎Ｆには賞金5,000万円、Ｊリーグ楯、メダルが贈られた。最も優勝に貢献した選手に与えら
れるMVP賞は米本が受賞し、前夜祭で発表されたニューヒーロー賞と合わせ、ダブル受賞に輝いた。（2～3ページに関連記事）

ＦC東京が5年ぶり2度目の優勝
18歳の米本（Ｆ東京）がMVP賞とニューヒーロー賞のダブル受賞

2004年以来、5年ぶり2度目のビッグタイトル獲得に歓喜するＦ東京の選手、スタッフらとスタンドのファン・サポーター



「我慢」でつかんだ
ビッグタイトル

　ＦＣ東京の城福浩監督は試合後の記者会見で
開口一番、「われわれは戦前の予想では苦しいで
あろうと言われていたが、それは非常にフェアな評
価だったと思う。選手のけがの状況や選手層の厚
さでは、間違いなく川崎フロンターレに分があった」
と謙虚に語った。
　試合も川崎Ｆが優勢に進めた。Ｆ東京の陣内で
の攻防が長く、19分には「一つの狙いだった」（川
崎Ｆの関塚隆監督）というMF谷口博之の後方か
らの飛び出しによって、決定機をつくった。だが、ゴ
ールから至近距離で狙ったFWジュニーニョのシュ
ートはゴールの枠を越え、絶好の先制機を逃した。
　Ｆ東京が均衡を破ったのは、「しっかりものにした
かった」（関塚監督）、「失点しなくてよかった」（城
福監督）と明暗が分かれたこの場面から3分後の
ことだった。MF米本拓司がペナルティーエリアの
外から思い切りよく放ったミドルシュートが、防ごうと
するGK川島永嗣の手をはじいて決まった。
　追加点は59分。川崎Ｆのお株を奪うようなカウ
ンターアタックから、最後はFW平山相太がヘディ
ングでゴール。その後、川崎Ｆは猛反撃を仕掛けた
が、Ｆ東京はGK権田修一を中心にしのぎ、ついに
得点を許さず、シュート数で10－17、コーナーキッ
ク数で4－12と劣勢だった試合を制した。
　就任2年目でクラブにビッグタイトルをもたらした
城福監督は、「我慢」を勝因の一つに挙げた。相
手の攻撃力を念頭に置いて、守備面ではむやみに

ボールを取りにいって相手にスペースを与えるリス
クを冒さないこと、攻撃面では前に急ぎすぎず、自
分たちのボール保持時間を長くするという考えによ
るものだ。MF梶山陽平を中心に監督の狙いを忠
実に遂行したイレブンは、要所をしっかりと締めて、
今季のＪ1リーグ戦で2戦2敗だったライバルに雪
辱も果たした。
　3度目の決勝進出で初優勝を狙った川崎Ｆは、
FW鄭大世のヘディングシュートがゴールのバーに
はね返されるなど、終盤の猛攻も及ばなかった。関
塚監督は「強引な（攻撃の）形が多くなり、（相手の
守備を）切り崩せなかった」と振り返ったが、最後ま
でゴールを狙い続け、手に汗握るシーンを演出した。
　MVP賞に輝いたのは、「（賞を）取れるとは思って
いなかった」と言う米本。貴重な先制点を見事なシ
ュートでマークし、体を張った守備でも勝利に貢献す
るなど受賞にふさわしい活躍を披
露し、賞金100万円、クリスタル
オーナメント、ヤマザキナビスコ製
品1年分を手にした。また、18歳
でピッチに立った米本は、MVP
賞、ニューヒーロー賞とも、歴代最
年少の受賞。彼のほかにも、Ｆ東
京は権田（20歳）、DF椋原健太
（20歳）、川崎ＦはFW登里享平
（18歳）が出場し、若い力の台頭
を印象づけた決勝でもあった。

　すがすがしい秋空の下、熱烈なファン・サポーターの大声援を受けて、ＦＣ東京、川崎フロン
ターレというライバルチームがビッグタイトルをかけて戦った 2009Ｊリーグヤマザキナビス
コカップ決勝。大会前の劣勢という予想を覆して、粘り強く戦ったＦ東京が見事に勝利をつか
み、リーグカップウィナーとしてクラブに新たな歴史を書き加えた。

ロイヤルボックスでの表彰式を終えてピッチに向かうＦ東京の選手たち

判断の良さが光ったGK権田を中心に、川崎Ｆの猛攻を防ぐＦ東京の守り 上空約200ｍから見た満員の国立競技場

川崎Ｆの強力な攻撃陣は、Ｆ東京の堅守の前に無得点

先制ゴールを決める米本。右足を思い切りよく振り抜くと、威力の
あるボールがGKの手をはじいてゴールネットを揺らした

得意のヘディングシュートで2点目を決めた平山（左）

02ＦＣ東京
2009年11月3日 14:09キックオフ  国立競技場

【入場者数】4万4308人
【主審】村上 伸次
【副審】手塚 洋／山崎 裕彦
【第4の審判員】鍋島 將起

【得点経過】
22分 1－0 （東）米本 拓司
59分 2－0 （東）平山 相太

城福 浩 監督（Ｆ東京）
「決勝に至るまでも全員で勝ち星を重ねてきたし、
今日、ピッチに立てなかった選手、けがあるいはベン
チに入れなかった選手の無念さが力になって、（ピッ
チ上の）選手は戦ってくれた。まさに全員で勝ち取っ
た勝利だった。また、ファン・サポーターの方たちもこ
の瞬間を待ちわびていたと思うし、とにかく腰を引か
ずに、真っ向から川崎Ｆと戦って勝利を得たことが自
信になる。両クラブのファン・サポーター全員の力
で、素晴らしい決勝をやれたことを誇りに思う」

関塚 隆 監督（川崎Ｆ）
「この大舞台でタイトルに手が届かず残念だし、多く
のファン・サポーターに申し訳ない気持ちでいっぱ
い。先制点を奪われた後の落ち着きというか、しっか
りと自分たちのサッカーをいかに90分間できるかとい
うところで、われわれの弱点が出てしまった。最後のと
ころで（相手の守備を）切り崩せなかった。大舞台に
なるほどこういう心理状態になる。しっかりとチームと
しての形をつくっていかないといけない。Ｆ東京には
本当におめでとうという気持ちだ」

「両チームともにアグレッシ
ブなサッカーを期待していた
が、結果的に川崎ＦはＦ東
京の壁にシュートを打つだけ
のような展開になってしまっ
た。Ｆ東京は川崎Ｆの良いと
ころを消す作業をうまくやっ
ていた。川崎Ｆはスペースを
もらえず、逆にカウンターで
失点してしまった。MVP賞を
受賞したＦ東京の米本選手
は、ニューヒーロー賞にふさ
わしいプレーを今日も見せて
くれた。Ｆ東京のGK権田選
手も素晴らしく、MVP賞は
迷った。米本選手はいいと
ころでシュートを打てる。彼
のようなしっかりとした若い
選手が台頭してきたことは
非常にうれしく思う」

ヤマザキナビスコ株式会社の飯島 代表取締役社長（左）からニュ
ーヒーロー賞の表彰を受けた米本

壇上にＦ東京、川崎Ｆの監督、選手が勢ぞろいすると、一気に決戦
ムードが高まった

　決勝の前日には恒例となった前夜祭が行わ
れ、両チームの監督、選手も出席して意気込み
を述べるなど、翌日の決戦に向けたムードが大
いに高まった。
　Ｊリーグの鬼武健二チェアマンは「両クラブと
も日本代表選手を多く抱え、アグレッシブな攻撃
スタイルを持つチーム。きっと素晴らしい戦いが
繰り広げられると思う」と、翌日の
決勝への期待をコメントした。
　また、大会を特別協賛するヤ
マザキナビスコ株式会社の飯島
茂彰 代表取締役社長からは「第
1回から社団法人 日本プロサッカ
ーリーグの皆さまには大変なご尽
力をいただき、メディアの方々や
関係各位の皆さまにお世話にな
り、この大会が非常にスムーズに
運営されていることを大変ありが
たく、感謝を申し上げたい」とごあ
いさつをいただいた。
　登壇した両チームを代表して、
それぞれの選手も一言。Ｆ東京の
MF羽生直剛が「自分たちが何が
できるか、自分たちの時間をどれ
だけつくれるかが、勝利への近道
だと思う」と話せば、川崎ＦのDF
伊藤宏樹は「フロンターレとしてま
だタイトルを取ったことがないの
で、明日は強い気持ちを持って戦
いたい」と決意を語った。
　予選リーグから準決勝まで、最
も活躍が顕著だった23歳以下
（大会開幕時）の選手が対象とな

るニューヒーロー賞の発表も行われ、Ｆ東京の
MF米本拓司が受賞。ルーキーでありながらＦ東
京の決勝進出の原動力となった活躍が認めら
れた。米本は「本当にうれしい。支えてくれた家
族や周りの人たちに感謝したい。もっと努力して
（日本）代表に入れるように頑張りたい」と喜び
を表した。

決勝前夜祭＆ニューヒーロー賞

ファン・サポーターを楽しませた多彩な催し

川崎フロンターレ

「若い選手の台頭を非常にうれしく思う」
 鬼武 健二Ｊリーグチェアマン

ビクトリーロードの写真をバックに
記念撮影ができるスポットを設置

フェイスペインティングシールをフ
ァン・サポーターに無料サービス

来場者全員にヤマザキナビスコの
新商品がプレゼントされた

恒例の「ナビスコキッズバトル」も開催。子供たちが挑戦したドリブルゲーム、シュートゲームにスタンドも沸いた
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京の決勝進出の原動力となった活躍が認めら
れた。米本は「本当にうれしい。支えてくれた家
族や周りの人たちに感謝したい。もっと努力して
（日本）代表に入れるように頑張りたい」と喜び
を表した。

決勝前夜祭＆ニューヒーロー賞

ファン・サポーターを楽しませた多彩な催し

川崎フロンターレ

「若い選手の台頭を非常にうれしく思う」
 鬼武 健二Ｊリーグチェアマン

ビクトリーロードの写真をバックに
記念撮影ができるスポットを設置

フェイスペインティングシールをフ
ァン・サポーターに無料サービス

来場者全員にヤマザキナビスコの
新商品がプレゼントされた

恒例の「ナビスコキッズバトル」も開催。子供たちが挑戦したドリブルゲーム、シュートゲームにスタンドも沸いた




